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第１７回日本臨床精神神経薬理学会 2007 年 10 月 3 日、4 日、5 日（大阪） 
１）抗精神病薬の薬物応答性における血液脳関門トランスポーターの役割について 

 

中神 卓、 古郡 規雄、 斉藤 まなぶ、 古郡 華子、 兼子 直、三原 一雄、近藤 

毅、高橋 一志、樋口 久 

 
【目的】 
非定型抗精神病薬は、血液脳関門において薬物や異物を能動的に中枢神経より血液

中にくみ出す役目を担う P 糖蛋白の基質であることが報告されているため、抗精神病薬
の有用性を決定する因子として、P 糖蛋白をコ－ドする MDR1 遺伝子の遺伝子多型が

脳内薬物濃度に関与する可能性を想定した。そこで本研究では MDR1 遺伝子多型とリ
スペリドンの臨床反応性との関係を検討した。 

【方法】 
本研究に対し本人と家族から書面で同意の得られた統合失調症患者 56 例を対象とし

た。対象にリスペリドン 6ｍｇを 4 週間投与した。治療前及び治療後各週に GAF, BPRS
と UKU Side Effect Rating Scale より各々、重症度、臨床症状および副作用を定量的に

評価した。BP 治療前の血液サンプルより DNA を分離し PCR 法を用いて MDR1 遺伝子
型（C3435T、G2677T/A）を同定した。なお本研究は、弘前大学医学部倫理委員会の

承認を得た後、実施された。 
【結果】 

C3435T に関して C/C（22 例）、C/T（26 例）、T/T（8 例）であり、G2677T/A に関して
G/G（35 例）、G/T または A（3 例）、T または A/T または A（18 例）であった。C3435T

に関して BPRS 改善率に差が見られ、C/C（57％）、C/T（74％）、T/T（56％）であった。
統計学的には CC 型と CT 型に有意差が認められた。一方、症状分類別に陽性症状、

陰性症状、不安-抑うつ症状、興奮症状、認知機能障害を見た場合、陽性症状に同様
の傾向はあるものの、統計学的に有意差はなかった。G2677T/A に関しては、総 BPRS

改善率にも症状分類別に見た場合にも差がなかった。 
【結論】 

本研究では、BPRS 改善率は C3435T 遺伝型で異なるという結果を得た。しかし、CT 型
が最も改善率が高く、CC 型や TT 型が低い改善率を示す逆 U 時形となり、Gene-Dose

の関係が成立しなかった。一方、G2677T/A には有意差が見られなかった。まとめとし
て、MDR-１遺伝子多型のうち、C3435T はリスペリドンの治療反応性の一部に関与する

可能性が認められた。 

 
２）統合失調症におけるリスペリドンによる治療効果と血漿薬物濃度の関係に

ついて 
古郡 規雄、斉藤 まなぶ、中神 卓、 古郡 華子、鈴木昭人、三原 一雄、近藤 毅、 



兼子 直 

３）急性期における risperidone と選択的 dopamine 遮断薬の治療反応性の比較 

斉藤 まなぶ、古郡 規雄、中神 卓、 古郡 華子、石田 正之、田中 治、三原 一

雄、鈴木 昭人、大谷 浩一、近藤 毅、 兼子 直 

 

４）オランザピンおよびリスペリドン内服中の統合失調症患者のクッキーテストによる代謝

性因子の比較検討 

佐藤 靖、古郡 規雄、斉藤 まなぶ、中神 卓、古郡 華子、兼子 直 

 

５）早期治療反応性を用いたリスペリドンの急性期治療効果予測の試み 

楠木 正人、古郡 規雄、斉藤 まなぶ、中神 卓、古郡 華子、鈴木 昭人、近藤 毅、

兼子 直 

 

６）統合失調症のリスペリドンによる初期治療におけるプロラクチン反応 

古郡 華子、古郡 規雄、斉藤 まなぶ、中神 卓、楠木 正人、三浦 淳、近藤 毅、

兼子 直 
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３．講演 
 1）うつ病と仲良くする方法 
  大館市職域自殺予防研修会 
     平成 19 年 10 月 16 日（大館市） 
   ○平野 敬之 
 2）うつ病の基礎知識と対処方法 〜うつに負けない心〜 
  小坂町職域自殺予防研修会 
   平成 20 年 1 月 15 日，平成 20 年 1 月 24 日（小坂町） 
   ○平野 敬之 
 3）精神科医と認知症 
   平成 20 年 1 月 17 日（北秋田市） 
   ○平野 敬之 
 


